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RELAXでのトカマクフォーメーションのための
トロイダル磁場コイル電流の増大化と長時間化
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我々は、アスペクト比が 2の RELAX装置を所有し
ている [1]。これまで、RELAXでは、Reversed-Field
Pinch (RFP) 型の磁気配位を形成してきた。本研究
は、この RFP型の磁気配位を形成する装置で、ITER
[2] にも採用されているトカマク型の磁気配位を形成
することを目的としている。このアップグレードによ
り、全く同じ球形トーラス装置で、正準ヘリシティー
保存の磁気配位依存性等 [3]、先進プラズマ物理学で未
開拓のまま残されている学術課題の実験的検証を実施
することが可能になる。

RFPの q値は小さく、したがってトロイダル磁場は
比較的弱くてもよい。そのため、Fig. 1の赤色のトロ
イダルコイルから分かるように、トロイダルコイルは
細くてもよい。また、コンデンサーバンクの全容量も
比較的小さくてよい。
一方、トカマクでは、プラズマエッジで q ∼ 3.5で
ある。これを RELAXにあてはめると、RELAXでト
カマクを生成するためには、トロイダル磁場を現在の
約 4倍に強くする必要がある [4]。このため、本研究で
は、第一に、トロイダルコイルに流す電流値を約 4倍
に増やす改造を行っている。第二に、我々は、RELAX
トカマクプラズマの寿命として> 10 msを第一達成目
標と考えているので、既存のコンデンサーバンクの容
量を増大させて、それらでパルスフォーミングネット
ワーク（PFN）を組み準定常電流を数十msの間、トロ
イダルコイルに流すための回路の製作を進めている。
PFN は本分野で古くに確立された技術の一つであり
[5]、準定常電流の時間幅を変更できることや、準定常
電流の立ち下がり時間を短くできる。PFN のスイッ
チには、現有のイグナイトロンを用いる。現在、この
スイッチ系統の回路を設計・製作し、スイッチング動
作の確認を一つずつ行っている。これに並行して、コ

ンデンサーバンクを増設する準備を進めている。
ポスター発表では、RELAX 装置のトロイダル磁
場コイルシステムを増力する整備状況を中心に報告
する。

Fig. 1: RELAX の全体写真．厚みが 4 mm のステン
レス製トーラス真空容器に巻かれている赤色のコイル
がトロイダルコイルである．
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